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１　はじめに

レタスの原産地は、地中海から西アジア
といわれ、古代ギリシャやローマでは非結
球タイプのレタスが食べられていたとされ
る。日本には、奈良時代に、葉を下の方か
らかき取って食べるものが中国から伝わ
り、「ちしゃ」と呼ばれていた。現在のよ
うな結球レタスが導入されたのは江戸時代
末期で第二次大戦後、アメリカ進駐軍が食
べていたシーザーサラダがきっかけとな
り、本格的な栽培が始まった。

レタスの生育適温は15度前後と冷涼で
乾燥した気候を好み、出荷時期によって春
レタス（４月～５月）、夏秋レタス（６月
～ 10月）、冬レタス（11月～翌３月）に
区分される。春レタスは茨城県や兵庫県な
どの大都市近郊、夏秋レタスは長野県や群
馬県の高冷地、冬レタスは静岡県や香川県
などの比較的温暖な地域へと産地がバトン
をつないでリレーすることで、周年供給体
制が構築されている。

レタスは、野菜全体の消費が減少傾向に
ある中で、生食が可能で調理に手間がかか
らないことから、サラダやカット野菜とし
て、家庭のみならずコンビニエンスストア
やファストフード、レストランなどの中
食・外食用の需要も多く、手軽に消費でき
る野菜として幅広い層から人気が高い野菜

である。
今回は、レタスの需給動向、野菜指定産

地の動向、全国一の夏秋レタスの指定産地
である南佐久地区を管内に持つＪＡ長野
八ヶ岳の取り組みを紹介する。

２　レタスの需給動向

（１�）レタスの作付面積・出荷量　　　　
～作付面積減少の中で出荷量を維持～

平成２年産から18年産、30年産にかけ
てのレタスの需給動向をみると、作付面積
は、２年産２万2400ヘクタール、18年
産２万900ヘクタール（平成２年比93％）、
30年産２万1700ヘクタール（同97％）
と、２年産から18年産にかけて７％減少
したが、その後30年産にかけて４％増加
しており、２万2000ヘクタール程度で推
移している。種別にみると、春レタスは、
２年産4660ヘクタール、18年産4400ヘク 
タール（同94％）、30年産4390ヘクター
ル（ 同94 ％）、 夏 秋 レ タ ス は、 ２ 年 産
9280ヘクタール、18年産8590ヘクター
ル（同93％）、30年産9260ヘクタール 

（同100％）、冬レタスは、２年産8440ヘ
クタール、18年産7960ヘクタール（同
94％）、30年産8030ヘクタール（同95％）
となっており、２年産から18年産にかけ
てすべての種別で作付面積が減少したが、
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18年産から30年産にかけて夏秋レタス
と冬レタスは作付面積が増加している

（表１）。
レタス全体の出荷量は、２年産47万

6400トン、18年産51万600トン（平成
２年産比107％）、30年産55万3200トン

（同116％）となっており、作付面積が微
減する中で増加している。種別に見ると、
春レタスは、２年産10万600トン、18 
年産10万7200ト ン（ 同107%）、30年
産11万3400トン（同113％）、夏秋レタ
スは、２年産22万900トン、18年産22万 
9800トン（同104％）、30年産26万7200 
トン（同121％）、冬レタスは、２年産15万 
4900トン、18年産17万3600トン（同112 
％）、30年産17万2700トン（同111％）
となっており、どの種別も増加し、特に夏
秋レタスが約2割増加している。30年産
の種別の出荷割合は、夏秋レタス48％、
冬レタス31％、春レタス20％となってお
り、夏秋レタスが全体の５割を占めている

（表２）。
30年産レタスの都道府県別作付面積と

出荷量を見ると、レタス全体の作付面積上
位５県は、長野県6160ヘクタール（全国
シェア28％）、茨城県3710ヘクタール（同
17％）、群馬県1330ヘクタール（同６％）、
兵庫県1200ヘクタール（同６％）、福岡
県1140ヘクタール（同５％）となってい
る。出荷量上位５県は、長野県20万2700
トン（同37％）、茨城県８万6600トン（同
16％）、群馬県４万3500トン（同８％）、
長崎県３万500トン（同６％）、兵庫県
２万7500トン（同５％）となっており、
長野県と茨城県が２強で、群馬県、長崎県、
兵庫県などが続いており、群馬県と長崎県
が出荷量を伸ばしている。夏秋レタスは長
野県18万3100トン（同69％）に、春レ
タスは茨城県４万300トン（同36％）に
生産が集中している（表３、４）。東京都
中央卸売市場のレタスの月別入荷実績をみ
ると、４～５月の春レタスは、４月が茨城

表２　レタスの出荷量の推移
（単位：トン）

平成 2 年産 18 年産（２年産比） 30 年産（２年産比） 30 年産
種別別割合

合計 476,400 510,600（107%） 553,200（116%） 100%
春レタス 100,600 107,200（107%） 113,400（113%） 20%
夏秋レタス 220,900 229,800（104%） 267,200（121%） 48%
冬レタス 154,900 173,600（112%） 172,700（111%） 31%
資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
　注：四捨五入により、合計値が一致しない場合がある。

表１　レタスの作付面積の推移
（単位：ha）

平成 2 年産 18 年産（２年産比） 30 年産（２年産比）

合計 22,400 20,900（93%） 21,700 （97%）
春レタス 4,660 4,400（94%） 4,390 （94%）
夏秋レタス 9,280 8,590（93%） 9,260（100%）
冬レタス 8,440 7,960（94%） 8,030 （95%）
資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
　注：四捨五入により、合計値が一致しない場合がある。
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県、５月が長野県、６～ 10月の夏秋レタ
スは、６～９月が長野県、10月が茨城県、
長野県、11月～翌３月の冬レタスは、茨
城県、静岡県が多くなっており、季節、種
別などですみ分けしながら産地がリレーし
て消費地に周年で安定供給していることが
うかがえる（図１）。

（２�）レタスの輸入動向　　　　　　　　
～台湾などから冬場に輸入が増加～

レタスの輸入は大半が生鮮品であり、生
鮮結球レタスの輸入量は、平成20年の
1824トンから30年は１万6840トンと９
倍に増加している。30年に輸入が増加し
たのは、29年秋の台風および天候不順の
影響により出荷量が大幅に減少し国内産の
価格が高騰したためとみられる。国別輸入

表４　レタスの都道府県別出荷量（平成30年産）
レタス合計 春レタス 夏秋レタス 冬レタス

出荷量
（トン）

割合
（％）

出荷量
（トン）

割合
（％）

出荷量
（トン）

割合
（％）

出荷量
（トン）

割合
（％）

順位 全国 553,200 100.0 全国 113,400 100.0 全国 267,200 100.0 全国 172,700 100.0
1 長野 202,700 36.6 茨城 40,300 35.5 長野 183,100 68.5 茨城 30,600 17.7
2 茨城 86,600 15.7 長野 19,600 17.3 群馬 36,100 13.5 長崎 21,600 12.5
3 群馬 43,500 7.9 長崎 7,840 6.9 茨城 15,700 5.9 静岡 21,300 12.3
4 長崎 30,500 5.5 兵庫 7,290 6.4 北海道 9,580 3.6 兵庫 20,200 11.7
5 兵庫 27,500 5.0 群馬 6,580 5.8 岩手 8,130 3.0 香川 14,200 8.2
6 静岡 23,700 4.3 福岡 4,280 3.8 青森 1,740 0.7 熊本 13,300 7.7
7 福岡 18,300 3.3 香川 3,020 2.7 大分 635 0.2 福岡 12,000 6.9
8 香川 17,300 3.1 熊本 2,280 2.0 ー ー ー 千葉 5,950 3.4
9 熊本 15,700 2.8 栃木 1,650 1.5 ー ー ー 鹿児島 5,880 3.4
10 北海道 13,200 2.4 千葉 1,410 1.2 ー ー ー 徳島 4,420 2.6

その他 74,200 13.4 その他 19,150 16.9 その他 12,215 4.6 その他 23,250 13.5
資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」

表３　レタスの都道府県別作付面積（平成30年産）
レタス合計 春レタス 夏秋レタス 冬レタス
作付面積
（ha）

割合
（%）

作付面積
（ha）

割合
（%）

作付面積
（ha）

割合
（%）

作付面積
（ha）

割合
（%）

順位 全国 21,700 100.0 全国 4,390 100.0 全国 9,260 100.0 全国 8,030 100.0
1 長野 6,160 28.4 茨城 1,490 33.9 長野 5,620 60.7 茨城 1,470 18.3
2 茨城 3,710 17.1 長野 538 12.3 群馬 1,050 11.3 兵庫 858 10.7
3 群馬 1,330 6.1 兵庫 340 7.7 茨城 743 8.0 静岡 825 10.3
4 兵庫 1,200 5.5 福岡 250 5.7 北海道 417 4.5 福岡 741 9.2
5 福岡 1,140 5.3 群馬 231 5.3 岩手 392 4.2 香川 691 8.6
6 長崎 947 4.4 長崎 217 4.9 青森 86 0.9 長崎 671 8.4
7 静岡 937 4.3 香川 145 3.3 大分 56 0.6 熊本 527 6.6
8 香川 842 3.9 千葉 83 1.9 ー ー ー 千葉 346 4.3
9 熊本 622 2.9 熊本 82 1.9 ー ー ー 愛知 293 3.6
10 千葉 501 2.3 栃木 73 1.7 ー ー ー 鹿児島 256 3.2

その他 4,311 19.9 その他 941 21.4 その他 896 9.7 その他 1,352 16.8
資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
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量の割合は、台湾産が約70％を占め、次
いで米国産25％となっており、台湾産が
圧倒的なシェアを占めている（図２）。

生鮮結球レタスの月別輸入量をみると、
冬場の12月～翌３月に増加している（図
３）。これは、冬場は国産が天候の影響で
不作の場合が多く、外食などの業務用とし
て台湾などからの輸入が常態化しているた

めとみられる。30年の生鮮レタスの輸入
価格（ＣＩＦ価格）は１キログラム当たり
134円で、国内価格（東京都中央卸売市
場卸売価格１キログラム当たり187円）の
７割程度となっている。30年の生鮮レタ
ス非結球の輸入量は543トンで、主に米
国から肉厚で歯ざわりのあるロメインレタ
スなどが業務用として輸入されている。

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：平成30年東京都中央卸売市場年報）

図１　レタスの産地のリレー出荷（東京都中央卸売市場）  
（平成30年　レタスの月別入荷実績）       
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

図２　結球レタス（生鮮）の輸入量の推移
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（３�）レタスの消費動向　～サラダに欠か
せない食材として年間購入量が増加～

生鮮野菜全体の1人当たり購入数量が減
少する中で、レタスの１人当たり年間購入
量は、平成２年1648グラム、18年1823
グラム（平成２年比111％）、30年2108

グラム（同128％）と増加している（表
５）。１人当たり年間支出額も、２年794
円、18年658円（平成２年比83％）、30
年861円（同108％）と増加している

（表６）。
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

図３　結球レタス（生鮮）の月別輸入量

表５　レタスの１人当たり年間購入量（全国・二人以上の世帯）
（単位：グラム / 人）

 品目 平成２年 18 年 30 年 18 年
（２年比）

30 年
（２年比）

ピーマン 710 755 982 106% 138%
レタス 1,648 1,823 2,108 111% 128%
トマト 3,552 3,583 3,989 101% 112%

たまねぎ 4,789 4,889 5,368 102% 112%
キャベツ 5,328 5,115 5,711 96% 107%
にんじん 2,627 2,634 2,697 100% 103%

ねぎ 1,621 1,600 1,482 99% 91%
はくさい 2,949 2,560 2,613 87% 89%

ばれいしょ 4,361 3,608 3,178 83% 73%
なす 1,924 1,468 1,389 76% 72%

きゅうり 3,634 2,638 2,589 73% 71%
だいこん 5,729 4,821 3,926 84% 69%

ほうれんそう 1,832 1,340 1,025 73% 56%
さといも 1,085 836 504 77% 46%

生鮮野菜計 58,284 54,840 55,470 94% 95%
資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：総務省「家計調査年報」）

表６　レタスの１人当たりの年間支出額
（単位：円 / 人）

平成２年 18 年 30 年 18 年
（２年比）

30 年
（２年比）

レ タ ス 794 658 861 83% 108%

生鮮野菜計 22,501 20,235 24,257 90% 108%
資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：総務省「家計調査年報」）



43野菜情報 2020.9

レタスには、骨の健康維持や止血効果が
あるビタミンＫやナトリウムを体外に排出
する作用があるカリウムのほか、風邪予防
や疲労回復に効果的なビタミンＢ１やビタ
ミンＣが含まれている。生食での消費が多
く、調理に手間がかからないことから、サ
ラダやカット野菜として、家庭のみならず
コンビニエンスストアやファストフード、
レストランなどの中食・外食用の需要も多
く、比較的手軽に消費できる野菜として幅
広い層から人気が高い野菜である（注１）。
注 １： 詳 し く は、 農 畜 産 業 振 興 機 構「 野 菜 ブ ッ ク 」

h t t p s : / / w w w . a l i c . g o . j p / y - s u i s h i n /

yajukyu01_000313.htmlを参照。

３　レタスの指定産地の動向

（１�）指定産地は全国の作付面積・出荷量
の約８割を占めるレタスの中核供給基地

レタスの指定産地の数は、平成２年産
90地区、18年産74地区（平成２年産比
82％）、29年産67地区（同74％）と減少
している。他方、レタスの指定産地の作付
面積は、２年産１万5445ヘクタール、
18年産１万5990ヘクタール（同104％）、
29年産１万6457ヘクタール（同107％）
と、全国作付面積が微減する中で増加して

いる。出荷量も、２年産36万2743トン、
18年産42万693トン（同116％）、29年
産43万1022トン（同119％）と約2割増
加している。この間、指定産地の収穫農家
１戸当たりの作付面積は、２年産0.43ヘク 
タール、18年産0.83ヘクタール（同193 
％）、29年産1.20ヘクタール（同279％）
と2.8倍に拡大し、指定産地外と比べて
4.3倍となった。これらのデータから各指
定産地が経営規模の拡大により効率的な経
営を展開し、全国の作付面積が減少する中
で出荷量増を実現していることがうかがえ
る（表７）。

レタスの指定産地の種別の作付面積上位
５県の推移をみると、春レタスは、２年産
は、茨城県1037ヘクタール（全国シェア
41％）、長野県442ヘクタール（同18％）、
兵庫県231ヘクタール（同９％）、香川県
202ヘクタール（同８％）、栃木県137ヘ
クタール（同５％）、29年産は、茨城県
1187ヘクタール（同44％）、長野県490
ヘクタール（同18％）、兵庫県332ヘク
タール（同12％）、福岡県230ヘクタール

（同８％）、香川県146ヘクタール（同５％）
となっており、茨城県がさらにシェアを伸
ばしている（表８）。

表７　レタスの指定産地の作付面積及び出荷量
平成２年産 18 年産（２年産比） 29 年産（2 年産比）

産地数（地区） 90（100％） 74（82％） 67（74％）
作付面積（ha） 15,445（100％） 15,990（104％） 16,457（107％）
出荷量（トン） 362,743（100％） 420,693（116％） 431,022（119％）
収穫農家数（戸） 35,701（100％） 19,200（54％） 13,707（38％）
収穫農家当たりの作付面積（ha ／戸） 0.43（100％） 0.83（193％） 1.20（279％）
指定産地外の収穫農家数当たりの作付
面積（ha ／戸） ― 0.16 0.28

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」、「農林業センサス」、農林水産省資料より農畜産業振興機構作成
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夏秋レタスは、２年産は、長野県5617
ヘクタール（同78％）、岩手県826ヘク
タール（同12％）、群馬県331ヘクタール

（ 同 ５ ％）、 北 海 道126ヘ ク タ ー ル（ 同
２％）、佐賀県96ヘクタール（同１％）、
29年産は、長野県5543ヘクタール（同

72 ％）、 群 馬 県1001ヘ ク タ ー ル（ 同
13％）、茨城県625ヘクタール（同８％）、
岩手県360ヘクタール（同５％）、北海道
96ヘクタール（同１％）となっており、南
佐久地区を擁する長野県が全国の７割を超
える圧倒的シェアを誇っている（表８）。

表８　レタスの指定産地の作付面積上位５県
○春レタス

平成２年産 18 年産 29 年産

作付面積
（ha）

割合
（%）

作付面積
（ha）

割合
（%）

H18/2
年産比
（%）

作付面積
（ha）

割合
（%）

H29/H2
年産比
（%）

順位 全国 2,505 100 全国 2,792 100 ー 全国 2,719 100 ー
1 茨城県 1,037 41 茨城県 1,185 42 ー 茨城県 1,187 44 ー
2 長野県 442 18 長野県 486 17 ー 長野県 490 18 ー
3 兵庫県 231 9 兵庫県 351 13 ー 兵庫県 332 12 ー
4 香川県 202 8 香川県 309 11 ー 福岡県 230 8 ー
5 栃木県 137 5 福岡県 106 4 ー 香川県 146 5 ー

上位 5 県
の作付面積 2,049 82 2,437 87 119 2,385 88 116

○夏秋レタス
平成２年産 18 年産 29 年産

作付面積
（ha）

割合
（%）

作付面積
（ha）

割合
（%）

H18/2
年産比
（%）

作付面積
（ha）

割合
（%）

H29/H2
年産比
（%）

順位 全国 7,166 100 全国 7,324 100 ー 全国 7,697 100 ー
1 長野県 5,617 78 長野県 5,279 72 ー 長野県 5,543 72 ー
2 岩手県 826 12 群馬県 855 12 ー 群馬県 1,001 13 ー
3 群馬県 331 5 茨城県 476 6 ー 茨城県 625 8 ー
4 北海道 126 2 岩手県 424 6 ー 岩手県 360 5 ー
5 佐賀県 96 1 北海道 214 3 ー 北海道 96 1 ー

上位 5 県
の作付面積 6,996 98 7,248 99 104 7,625 99 109 

○冬レタス
平成２年産 18 年産 29 年産

作付面積
（ha）

割合
（%）

作付面積
（ha）

割合
（%）

H18/2
年産比
（%）

作付面積
（ha）

割合
（%）

H29/H2
年産比
（%）

順位 全国 5,774 100 全国 5,874 100 ー 全国 6,041 100 ー
1 茨城県 1,242 22 茨城県 1,151 20 ー 茨城県 1,152 19 ー
2 香川県 1,040 18 香川県 944 16 ー 兵庫県 816 14 ー
3 静岡県 819 14 兵庫県 838 14 ー 静岡県 796 13 ー
4 兵庫県 620 11 静岡県 677 12 ー 香川県 714 12 ー
5 千葉県 403 7 福岡県 432 7 ー 福岡県 624 10 ー

上位 5 県
の作付面積 4,124 71 4,042 69 98 4,102 68 99 

○レタス計
平成 2 年産 18 年産 29 年産

作付面積（ha） 作付面積（ha） H18/2 年産比（％） 作付面積（ha） H29/2 年産比（％）
上位 5 県の
作付面積（合計） 13,169 13,727 104 14,112 107

資料：農林水産省資料より農畜産業振興機構作成
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冬レタスは、２年産は、茨城県1242ヘ
クタール（同22％）、香川県1040ヘクター
ル（同18％）、静岡県819ヘクタール（同
14％）、兵庫県620ヘクタール（同11％）、 
千葉県403ヘクタール（同７％）、29年度
は、茨城県1152ヘクタール（同19％）、
兵庫県816ヘクタール（同14％）、静岡県
796ヘクタール（同13％）、香川県714ヘ
クタール（同12％）、福岡県624ヘクター
ル（同10％）となっており、茨城県が第
１位であるが、他の種別に比べて関東から
九州まで主要産地が分散している（表８）。

レタスの指定産地の作付面積上位５県の
合計は、春レタスは、２年産2049ヘクター
ル、18年産2437ヘクタール（平成２年
比119％）、29年産2385ヘクタール（同
116％）、夏秋レタスは、２年産6996ヘ
クタール、18年産7248ヘクタール（同104 
％）、29年産7625ヘクタール（同109％）、 
冬レタスは、２年産4124ヘクタール、
18年産4042ヘクタール（同98％）、29
年産4102ヘクタール（同99％）となっ
ている。

レタスの全国作付面積が２年産から29
年産に３％減少（表１）する中で、指定産
地上位５県では７％増加しており、大規模
な指定産地が効率的な経営を展開し全国
シェアを増加させていることがうかがえ
る。また、上位２県および上位５県の全国
作付面積シェアは、それぞれ春レタス
62％、88％、夏秋レタス85％、99％、

冬レタス33％、68％と、主産県に生産が
集中している（表８）。

レタスの指定産地の全国シェアは、作付
面積では、２年度69％、18年度77％、
29年度75％、出荷量では、２年産76％、
18年産82％、29年産79％で推移してお
り、指定産地は、作付面積及び出荷量の約
８割を占めるレタスの中核供給基地となっ
ている（表９）。

（２�）レタスの全国出荷量の約５割が野菜
価格安定制度を活用

レタスの野菜価格安定制度の交付予約数
量（制度加入数量）は、平成２年度22万
2799トン、18年度26万6525トン（平
成２年比120％）、30年度26万6933トン

（同120％）と2割増加している。種別には、
春レタスが２年度３万1247トン、18年
度 ４ 万4197ト ン（ 同141 ％）、30年 度
３万6968トン（同118％）、夏秋レタス
が ２ 年 度 ９ 万2717ト ン、18年 度11万
160トン（同119％）、30年度12万4092
トン（同134％）、冬レタスが２年度９万
8835トン、18年度11万2168トン（同
113％）、30年度10万5873トン（同107％） 
となっており、夏秋レタスの加入が増えて
いる。

レタス全体の全国出荷量に対する交付予
約数量の割合（制度加入率）は、２年度
47％、18年度52％、30年度48％と５割
程度で推移している。種別には、春レタス

表９　レタスの全国及び指定産地の作付面積・出荷量
平成２年産 18 年産 29 年産

作付面積
（ha）

出荷量
（トン）

作付面積
（ha）

出荷量
（トン）

作付面積
（ha）

出荷量
（トン）

全国計 22,400 476,400 20,900 510,600 21,800 542,300
うち指定産地計 15,445 362,743 15,990 420,693 16,457 431,022
指定産地のシェア 69% 76% 77% 82% 75% 79%

 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」、農林水産省資料より農畜産業振興機構作成
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が２年度31％、18年度41％、30年度
33％、夏秋レタスが２年度42％、18年
度48％、30年度46％、冬レタスが２年
度64％、18年度65％、30年度61％となっ
ており、冬レタスの制度加入率が割と高く
なっている。レタスの全国出荷量の約５割
が野菜価格安定制度を活用しており、全国
で67地区の指定産地が露地で栽培される
レタスの天候などによる価格変動リスクに
対応しながら安定生産・安定出荷に取り組
んでいることがうかがえる（表10）。

（３�）レタスの入荷量・価格の変動は縮小・
安定化

レタスの価格動向を、東京都中央卸売市
場月別販売単価を使って、昭和41年度～
43年度の「制度創設期」、昭和62年度～
平成元年度の「中間期」、平成28年度~30
年度の「最近年」で比較する。春レタスの
平均価格（１キログラム当たり）は、制度
創設期68円（100％）、中間期219円

（322％）、最近年149円（219％）、夏秋
レタスは、制度創設期67円（100％）、中
間 期197円（294 ％）、 最 近 年144円

（215％）、冬レタスは、制度創設期113
円（100％）、中間期255円（226％）、
最近年242円（214％）となっており、
いずれの種別も制度創設期から最近年にか
けて２倍以上上昇しており、特に冬レタス

の価格昇率が高く販売単価も高くなってい
る（表11）。

次にレタスの三つの期間の入荷量の変化
を東京都中央卸売市場月別入荷量の変動を
みる。「変動係数」とは、「標準偏差÷平均」
で求められ、バラツキや振れの大きさを示
し、値が小さいほどバラツキが小さい。春
レタスの月別入荷量の変動係数は、制度創
設期0.24、中間期0.08、最近年0.05、夏
秋レタスは、制度創設期0.25、中間期
0.10、最近年0.13、冬レタスは、制度創
設期0.35、中間期0.15、最近年0.22となっ
ている。制度創設期は0.24~0.35の入荷
量の変動がみられたが、中間期0.08〜
0.15、最近年0.05~0.22と低下している。

レタスの三つの期間の価格変化を東京都
中央卸売市場月別販売価格の変動係数でみ
ると、春レタスの月別価格の変動係数は、
制度創設期0.32、中間期0.22、最近年
0.16、夏秋レタスは、制度創設期0.29、
中間期0.36、最近年0.28、冬レタスは、
制度創設期0.28、中間期0.33、最近年
0.22となっている。制度創設期は0.28〜
0.32の価格変動がみられたが、中間期
0.22~0.36、最近年0.16~0.22と低下し
ている。レタスは、露地で栽培されるため
天候の影響を受けやすいという特性がある
が、この間、指定産地が全国作付面積およ
び出荷量の約８割を占めるようになり、野

表10　レタスの野菜価格安定制度の加入状況
平成２年度 18 年度 30 年度

交付予約
数量

（トン）

全国出荷量
（トン）

カバー
率

交付予約
数量

（トン）

全国出荷量
（トン）

カバー
率

H18/
2 年比

交付予約
数量

（トン）

全国出荷量
（トン）

カバー
率

H30/
2 年比

春レタス 31,247 100,600 31% 44,197 107,200 41% 141% 36,968 113,400 33% 118%

夏秋レタス 92,717 220,900 42% 110,160 229,800 48% 119% 124,092 267,200 46% 134%

冬レタス 98,835 154,900 64% 112,168 173,600 65% 113% 105,873 172,700 61% 107%

計 222,799 476,400 47% 266,525 510,600 52% 120% 266,933 553,300 48% 120%
資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」、農畜産業振興機構調べ
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菜価格安定制度の加入率も全国出荷量の約
５割に達しており、しっかりした指定産地
が育成され安定生産・安定出荷が行われる
ようになったことが入荷量と価格の安定に
寄与しているものと考えられる（表12）。

（４�）野菜価格安定制度の効果（制度加入
農家と非加入農家の比較）

野菜価格安定制度による価格低落時の経
済効果について、天候の影響を受けやすい
露地で栽培される夏秋レタスの出荷量全国
一の長野県の指定産地である南佐久地区の
平均的な規模の農家を想定（同地区の平均
作付面積3.5ヘクタール）し、制度に加入
していた場合と加入していない場合の収益
を試算し比較する。

レタス農家の平年収益（粗収入－農業経
営費）を、作付面積3.5ヘクタール、出荷
量（８月～ 10月）114トン、関東市場向
け夏秋レタスの１キログラム当たり平均販
売価格158.27円として試算すると362万
円の黒字、つまり売上げから諸経費を差し
引いた362万円が農家の手元に残ること

になる。
同じ条件で梅雨の影響などで平均販売価

格 が ３ 割 下 落 し、1キ ロ グ ラ ム 当 た り
110.8円（158.27円×0.7）となった場
合、野菜価格安定制度に加入していれば、
平均販売価格と保証基準額142.5円（平均
販売価格158.27円×９割）と110.8円の
差額の９割である325万円が生産者補給
金として交付されるため農家収益は146
万円の黒字となる。一方、野菜価格安定制
度に加入していなかった場合の農家収益は
179万円の赤字となる（表13）。

長野県指定産地の夏秋レタスの生産は、
１年１作で経営規模が大きく、２月下旬か
ら数回に分けて種をまいて苗を定植し、６
月~10月に集中的に収穫・出荷する。レ
タスのような露地野菜は特に天候により作
柄が大きく左右され、実際に令和２年は暖
冬の影響で年明けレタスの卸売価格が平年
に比べ４割程度下落した。単純な試算であ
るが、平均販売価格が平年に比べ３割低下
すると夏秋レタスの大規模農家の収益は
180万円程度の赤字に転落し、経営への

表11　レタスの平均卸売価格
（単位：円／kg）

制度創設期
S41 ～ 43 年度

中間期
S62 ～ H 元年度

最近年
H28 ～ 30 年度

春レタス 68（100%） 219（322%） 149（219%）

夏秋レタス 67（100%） 197（294%） 144（215%）

冬レタス 113（100%） 255（226%） 242（214%）
資料：東京都中央卸売市場年報

表12　レタスの入荷量と卸売価格の変動係数
制度創設期

S41 ～ 43 年度
中間期

S62 ～ H 元年度
最近年

H28 ～ 30 年度
入荷量 卸売価格 入荷量 卸売価格 入荷量 卸売価格

春レタス 0.24 0.32 0.08 0.22 0.05 0.16

夏秋レタス 0.25 0.29 0.10 0.36 0.13 0.28

冬レタス 0.35 0.28 0.15 0.33 0.22 0.22
資料：東京都中央卸売市場年報
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打撃のみならず次期作の確保にも影響を及
ぼすことになる。これに対し、制度に加入
していた場合は、平年と比べれば４割程度
となるが、150万円程度の資金が手元に
残り、農家経営の安定と次期作の確保が可
能となる。

４　�全国一の夏秋レタスの指定産地　　
「南佐久地区」の取り組み

（１�）指定産地「南佐久地区」の生産・出
荷動向　～出荷量12万トン、平均経営
規模3.4ヘクタールの夏秋レタスの大
産地～

昭和44年に夏秋レタスの指定産地に指
定された南佐久地区は、小海町、川上村、

南牧村、南相木村および北相木村の１町４
村からなり、夏秋レタスの作付面積3058
ヘクタールを擁する全国一の夏秋レタスの
指定産地である（表14）。

南佐久地区の夏秋レタスの作付面積は、
全国の作付面積が約9200ヘクタールと現
状維持の中で、平成２年度2404ヘクター
ル、18年度2597ヘクタール（２年度比
108 ％）、29年 度3058ヘ ク タ ー ル（ 同
127％）と27％増加している。出荷量も、
２年度７万9604トン、18年度８万6629
ト ン（ ２ 年 度 比109 ％）、29年 度11万
9997トン（同151％）と51％増加して
いる。この結果、南佐久地区は、全国の夏
秋レタスの出荷量の約５割を占める全国一
の産地となっている（表14）。

表13　長野県佐久地区の夏秋レタス農家の収益の試算
区分 計数 備考

1 長野県の夏秋レタスの 10 アール当
たり収量 3.35 トン /10a

2 農業経営費 412 万円 /ha 種苗代、肥料代、農薬代、高熱動力費、雇用労賃、出
荷用資材の代金、運賃及び販売手数料

3 農家 1 戸当たり作付面積 3.5ha/ 戸 南佐久地区の平均作付面積 3．44 ヘクタール

4 長野県の出荷量 / 収穫量率 0.97 収穫量 18 万 8300 トン、出荷量 18 万 3100 トン

5 長野県の夏秋レタスの平均販売価格 158.27 円 /kg 関東市場向け 8 ～ 10 月出荷分

6 農家 1 戸当たり出荷量 114 トン 3.35 トン /10a × 3.5ha × 0.97

7 平年の農家粗収入 1804 万円 158.27 円 /kg × 114 トン

8 平年の農家経営費 1442 万円 412 万円× 3.5ha

9 平年の農家収益 362 万円 1804 万円－ 1442 万円

10 価格が 3 割低下した場合の農家粗収
入 1263 万円 114 トン× 110.8 円 /kg（158.27 円 /kg × 0.7）

11 制度に加入していなかった場合の農
家収益（価格 3 割低下） ▲ 179 万円 1263 万円－ 1442 万円

12 生産者補給金 325 万円 （保証基準額 142.5 円 /kg-110.8 円 /kg）×補填率 0.9
× 114 トン

13 制度に加入していた場合の農家収益
（価格 3 割低下） 146 万円 1263 万円－ 1442 万円＋ 325 万円

資料： 農林水産省「野菜生産出荷統計」、「農業経営統計調査」、農畜産業振興機構調べ
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南佐久地区の夏秋レタスの収穫農家数
は、全国の収穫農家数が減少する中で、２
年度1632戸、18年度871戸（同53％）、
29年度888戸（同54％）と大幅に減少し
たが、18年度から29年度にかけては若干
増加している。収穫農家１戸当たりの作付
面積は、２年度1.47ヘクタール、18年度
2.98ヘ ク タ ー ル（ 同203 ％）、29年 度
3.44ヘクタール（同234％）と2.3倍に拡
大し、全国のレタス農家の平均作付面積の
約12倍となるなど、南佐久地区は、農家
数が減少する中で積極的に経営規模の拡大
や集約化などを進め、出荷量を大幅に増加
させてきたことがうかがえる（表15）。

（２��）JA長野八ヶ岳のレタス戦略　
　�～徹底した安全・安心、品質保持の取り
組み、全ての生産者が野菜価格安定制度
を利用～
長野八ヶ岳農業協同組合（以下、「JA長

野八ヶ岳」という）は、平成13年に当時
のJA小海、JA長野川上、JA南牧、JA
７南相木村、JA野辺山開拓が合併し発足
した。組合員数は約3900人、管轄地域は
小海町、川上村、南牧村、南相木村、北相
木村の１町４村で構成され、標高850 
~1500メートルの高低差と内陸性気候な
どの自然条件を生かし、レタス、キャベツ、
はくさいなどの高原野菜を生産している。
昭和10年の小海線の開通で作物を遠方に
出荷できるようになり、昭和35年頃から
レタス、キャベツなどの高原野菜が導入さ
れ、今では高原野菜の一大産地に発展して
いる。

レタスは、露地で栽培されるため天候の
影響を受けやすく、天候次第で価格が大き
く変動し、１年１作の農家経営に大きな打
撃を与えるため、農家にとって価格安定と
経営安定が非常に重要である。このため、
ＪＡ長野八ヶ岳管内では、レタスについて

表14　南佐久地区の夏秋レタスの生産・出荷動向
（単位：ha、t）

平成 2 年度 18 年度 29 年度

作付面積 出荷量 作付面積 出荷量 作付面積 出荷量

南佐久（a） 2,404
（100%）

79,604
（100%）

2,597
（108％）

86,629
（109％）

3,058
（127％）

119,997
（151％）

全国（b） 9,280
（100%）

220,900
（100%）

8,590
（93%）

229,800
（104%）

9,290
（100%）

273,700
（124%）

a/b 26% 36% 30% 38% 33% 44%
資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」、農林水産省資料により農畜産業振興機構作成
　注：平成２年産の南佐久地区は野辺山地区、川上地区の合算

表15　南佐久地区の夏秋レタスの収穫農家数と１戸当たり作付面積
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 : 戸、ha）

平成 2 年度 18 年度 29 年度

収穫農家数 1 戸当たり
作付面積 収穫農家数 1 戸当たり

作付面積 収穫農家数 1 戸当たり
作付面積

南佐久 a 1,632
（100%）

1.47
（100%）

871
（53%）

2.98
（203%）

888
（54%）

3.44
（234%）

全国 b － － 48,297
（100%）

0.18
（100%）

33,700
（70%）

0.28
（156%）

a/b － － 1.8% 1656% 2.6% 1229%
資料：農畜産業振興機構調べ
　注：全国は平成17年と27年のレタス全体の数値（農林業センサス）
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は、全ての生産者が野菜価格安定制度を活
用しながら（注２）、生産・流通から販売に至る
さまざまな取り組みを行うことにより、市
場ニーズに合わせた信頼と競争力のある産
地づくりを推進している。

注２：野菜価格安定制度の加入率は全国平均で約５割で
ある。

　
ア　生産面での取り組み

生産面では、全国に先駆けて、全面マル
チ栽培を行っていることが大きな特徴であ
る。また、根腐れ病対策として、抵抗性品
種の導入、輪作、土づくり対応を進めてい
る。これらの取り組みが、レタスの品質の
安定につながっている。

　
イ�　高原野菜「太陽に一番近い野菜たち」
のブランド化
ＪＡ長野八ヶ岳では、年間約580万ケー

ス（１ケース10キログラム相当）、約５万
8000トンのレタスを全国に出荷し、ＪＡ長
野八ヶ岳の夏秋レタスは全国出荷量の２割
強を占めるが、標高850~1500メートルで
生産される高原野菜という特徴を生かし、

「太陽に一番近い野菜たち」として高原野菜
のブランド化を進め、安全・安心や品質保
持の取り組みを強化している（写真１）。

ウ　安全・安心の取り組み
JA長野八ヶ岳では、安全・安心の取り

組みとして、①防除日誌の記帳②コン
ピューターシステムを使った栽培履歴管理
③外部検査機関による残留農薬検査―を
行っている。特に防除日誌の記帳では、
JAが野菜ごとに防除基準を設定し、それ
らの基準に基づき生産者へ指導を行うとと
もに、生産者が記帳した防除日誌をJAが
チェックするなど、JAが中心的役割を果
たしている。また、JGＡPレタス部会を
立ち上げ、平成30年８月にJGＡP（注３）を
取得した。
注３：JGAPとはJapan Good Agricultural Practice

の略で、農作物の安全、環境保全、労働安全など
の確保のための農場管理の手法。

エ　農業労働力確保の取り組み
ＪＡ長野八ヶ岳では、生産現場の人手不

足に対応し、令和元年度に設置されたＪＡ
長野県農業労働力支援センターと連携し、
農業労働力確保に積極的に取り組んでい
る。管内５町村にはベトナム、フィリピン
などの外国人技能実習生約850人が収穫
作業などに従事している。今般の新型コロ
ナウイルス感染症（COVID-19）の影響に
より外国人技能実習生の一部が入国できな
くなったため、ＪＡ、生産者、技能実習生
の監理団体などが連携し、COVID-19の影
響で仕事を失った別の職種の技能実習生や
他業種の人材、海外農業研修が延期された
学生などを雇用し切り抜けたが、COVID-
19の先行が見えない中で、来季以降の労
働力確保が重要な課題となっている。

オ　品質保持流通の取り組み
ＪＡ長野八ヶ岳では、流通過程での鮮

度・品質低下をできる限り抑えられるよう写真１　JA長野八ヶ岳管内のレタス畑
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に、着荷状況調査を定期的に行うほか、真
空予冷施設と低温輸送車を導入することに
より収穫から市場出荷までのコールド
チェーンを構築し、品質保持流通に取り組
んでいる。収穫は、まだ気温が上がらない
深夜１～２時ごろから行い、夜の間にレタ
スが蓄えたミネラルや糖分を出来るだけ逃
がさないようにしている（写真２）。

収穫後は、予冷施設がある集荷場に運ば
れるが、JＡ長野八ヶ岳が導入している真
空予冷施設は、品温が下がるまでに時間が
かかる通常の予冷庫と異なり、20分程度
で５℃まで冷却できる。これを全集荷場に
整備することで集荷から輸送までの劣化を
最小限にしている。また、冷蔵機能を有し
た低温輸送車は、時間の経過とともに庫内
の温度が上昇する通常の保冷車とは異な
り、温度を一定に保つことができるため、
輸送中の劣化を防止できる（写真３、４）。

カ　最適な品種の選定
品種については、作柄に大きく影響する

ため、毎年何回も栽培試験を重ね、有望品
種を選定し、播

は

種
しゅ

期に応じていくつもの品
種を使い分けている。主な品種は、ルシナ
66、ファンファーレ、エスコートなどで
ある。

キ　契約取引による販売形態の多様化
加工・業務用需要の増大などの市場環境

の変化に対応するため、あくまでも市場出
荷が中心だが、卸売市場を経由した量販店、
外食、加工業務などとの契約取引による顧
客の見える販売と販売形態の多様化を推進
しており、加工・業務用向けレタスはＪＡ
長野八ヶ岳の出荷量の約４割を占めるよう
になっている。

ク　食育活動
ＪＡ長野八ヶ岳では食育活動にも力を入

れており、県外の小学生が産地に来て、種
まきから定稙作業までを体験してもらい

（写真５）、収穫したものをその小学生に都
内のスーパーで売り子として販売体験をし
てもらうなどの取り組みを行っている（写
真６）。

写真２　夜のレタス収穫の様子

写真４　JＡ長野八ヶ岳の真空予冷施設

写真３　南牧村の立体予冷庫
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ケ　意欲ある若い生産者の割合が高い
ＪＡ長野八ヶ岳管内の生産者は他地区

に比べて後継者が多く生産基盤が盤石で、
生産意欲も高くなっている。これは予約
相対取引の推進と拡大を進め、安定収入

が確保された結果、若い生産者の就農意
欲にも繋がっていることから、49歳以下
の若い生産者の比率が全国平均の2.6倍の
37％と若い生産者の割合が高くなってい
る（表16）。

写真５　レタス畑での農業体験　 写真６　スーパーでの販売促進活動

表16　生産者の年齢構成比
生産者数 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 49 歳以下の

比率
JA 長野八ヶ岳管内 ー 6% 10% 21% 23% 23% 15% 2% 37％

全国 1% 2% 5% 6% 12% 29% 29% 15% 14％
資料：農林業センサス、全農長野県本部調べ

（３）まとめ
ＪＡ長野八ヶ岳は、昭和44年に南佐久

地区の夏秋レタスの指定産地の指定を受け
た。以来、半世紀にわたり、野菜価格安定
制度を活用しながら、高原地帯の冷涼な気
候を生かし、「太陽に一番近い野菜たち」
のブランド化、最適な品種選定、防除日誌
の記帳や栽培履歴管理による安全・安心の
確保、真空予冷施設や低温輸送車の導入に
よる品質保持流通などの取り組みを積極的
に推進し、全国の夏秋レタス出荷量の約５
割を担う全国一の夏秋レタスの産地を作り
上げた。後継者も育ち意欲のある若い生産
者の割合が高い。

他方で、露地で栽培される夏秋レタスの
生産は、１年１作で天候の影響を受けやす

く、価格下落は農家経営に甚大な影響を与
えるため、ＪＡ長野八ヶ岳では、夏秋レタ
スの全ての生産者が野菜価格安定制度を
活用している。高齢化・人手不足、人件費・
輸送費などのコスト増などの課題がある
中で、野菜価格安定制度でレタス生産の
価格変動リスクに対応しながら、契約取
引による販売方法の多様化、労働力確保
などに積極的に取り組み、将来にわたる
市場ニーズに応える信頼と競争力のある
産地づくりを推進している。

本稿の作成に当たり、情報提供をいただ
いたＪＡ長野八ヶ岳、全農長野県本部の皆
様に深く感謝申し上げる。
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